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『陽光園の良いところは？』と聞かれ、すぐに思いついたのは『手厚く個別性の

ある支援を行っている』ということです。陽光園は老若男女問わず、個性豊かな

多くの方々にご利用いただいています。その人それぞれの個性や特性を観察しな

がら、安心して過ごせる環境調整を行い、今後の可能性を広げていけるような課

題とスケジュールを立案し、支援提供を行っています。時にはお楽しみ企画も取

り入れながら、陽光園に集う人みんなの笑顔溢れる日々を過ごしています。

毎日色々な出来事が起こり忙しい日々ですが、当たり前のことを当たり前に積み

上げ続けることができるのも陽光園の大きな強みであると思います。最後になり

ますが、ある利用者さんに「陽光園の良いところは？」とお聞きしたところ、少

し間を置いた後に「手厚い支援」とニコッと笑いながら答えてくださいました。

とても嬉しく、今後もそう思っていただけるよう仕事に取り組んでいきたいと思

いました。

当法人も、邑楽館林地区に45年前、障がい者施設を開所した当初は、さまざまな
ハンディキャップが一様に捉えられていました。現在は、一人ひとりの個性に合
わせて設備と支援を提供していくことが求められています。そのためには、大規
模な事業所ではなく、地域に根ざした小規模な事業所が望まれます。
当法人も、長期ビジョンとして複数の事業所を展開していくことを考えていま
す。
最後に、今後とも地域の皆様ならびに行政の皆様の、より一層のご協力とご指導
を賜りますようお願い申し上げ、挨拶といたします。

ごあいさつ 理事長　山本　樹　
（令和５年６月２６日就任）

読売『愛のあかぎ募金』

車両贈呈式

令和７年１１月３日

「ホンダフリード」を

ご寄贈頂きました
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陽光園 　勤続6年　生活支援員

杉本　恵



ふらっぐが開所してから、早くも１６年という年数が経ちましたが、私達は、今も
変わらずに利用者さんと共に美味しいパンを焼いています。ふらっぐの理念・方針
の中に「自分らしく働き、自分らしく生きる」という文言があります。単に利用者
さんの働く場所を提供するだけではなく、就労支援の各作業支援において一人一人
の利用者さんに向けた工夫や配慮などにも着目し、個人の満足度が上がるようにと
日々考えています。パンの製造だけではなく、リサイクル作業や段ボールの組み立
て作業を行っている場所もあり、他にも外部の企業との繋がりを図り、ダノン工場
での清掃作業等も請負っています。地域の企業と繋がることで、多くの可能性を求
めてやりがいを見出していると感じています。私たちは、そんな希望に向かって頑
張っている利用者さん達の一番の応援団として、共に生きる仲間として、できる限
りの支援を行っていきたいと強く思っています。

GOODJOBで大切にしていることは、「様々な経験」が出来ることです。

人は、経験を通して成長していきます。楽しさや喜び、達成感、努力・・・時には

失敗もあります。でも、このような実体験と経験が自分の自信に繋がり「自分で

決める」ということにも繋がっていくと信じています。

メンバーひとり一人の意見を大切に聞きながら一緒に考え「自分らしさ」を引き

出し、充実していけるよう日々の支援を一緒に積み重ねています。

このような考えからGOODJOBでは、作業種もたくさんあるのです。

本人の可能性を一つでも多く見つけられるよう多種多様な作業と作業場を地域の

中に作り出しています。今年度は２つの新しい作業種と場所を増やしました。

仕事をすることは大変なことも多いですが、「楽しみながらできる」ことが一番で

す。毎日、メンバーの笑顔いっぱいの中で「働く」をみんなでつくり、楽しんでい

ます。

ふらっぐ
勤続11年　生活支援員

島田　知実
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GOOD JOB 勤続15年　目標工賃達成指導員

荒井　好香



平成８年の開所以来、ご家族や地域の皆様の支えをいただきながら、第二陽光園は今年で29

年を迎えました。「利用者の笑顔と健康のために、ぬくもりのある生活を提供する」という基

本理念のもと、日々の支援に取り組んでいます。今年度は個人の活動に重点を置き、それぞ

れの特性や興味関心に合わせた自立課題や活動の提供を行っています。

洗濯物たたみや掃除などの生活に関わる活動のほか、音楽や絵画などの趣味を生かした課題

にも取り組み、達成感や自己表現の機会に繋げています。また、利用者さん一人一人の気持

ちを尊重し、その日の活動内容やおやつなど、出来る限り「自分で選ぶ」「自分で決める」機

会を持てるよう心がけています。

年齢を重ねる方が増える中で、生活のリズムや体調に合わせた支援が必要になります。無理

なく安心して過ごせるよう配慮し、今後も季節の行事や誕生会などを通して、利用者さんの

穏やかでぬくもりのある毎日を支えていきます。

ほっと 勤続3年　相談支援専門員

新井　真由美

館林邑楽相談支援センターほっとは、館林市の他、邑楽町、板倉町、千代田町、明和
町の一市四町の方の一般相談と特定相談、障害児相談を行っています。
職員は2025年10月現在、相談支援専門員が15名、相談員が1名、事務員が1名です。
児童から高齢まで障害に関することや、日常生活の様々な相談を受け、地域で安心して
生活していけるよう一人一人に合った情報提供や福祉サービスの調整等をしています。
また、虐待防止センターや拠点として地域生活支援対応も行っています。 
相談支援部会、児童発達支援部会、日中活動支援部会、精神支援部会、居住生活部
会、自立支援協議会にも参加し、地域の課題に取り組んでいます。
来年度は、以前から圏域で検討していた基幹相談支援センターの整備が進められてい
ます。共同生活援助や就労継続支援等の福祉サービスも少しずつ充実し、相談支援事
業所も増えてきており、今年度から協同体で会議を行ったりしています。これからもそ
れぞれの事業所の強みを生かしながら、地域で協力し皆でより良い相談支援を展開し
ていければと思います。 
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第二陽光園
　勤続7年　生活支援員

山根　朋絵



がじゅまるも開所から２年が経ち、漸く軌道に乗り始めました。ガジュマルは幸せ
の木と呼ばれ、花言葉は、たくさんの幸せです。
がじゅまるは幸せ実現の為の、利用者さんのおうちです。現在、さんご棟７名、る
り棟８名が元気に生活しています。
基本理念である「一人一人の福祉(幸せ)、当たり前の生活を支える」という観点か
ら、利用さんの個性とプライバシーを尊重した支援を心掛けています。
最近、職員の間でよく交わされる会話があります。それは「○○さん変わったね」
と言う言葉です。恐らく、今まで言えなかった事が、がじゅまるでの生活で本来の
自分を表現出来る様になってきた表れだと理解しています。
利用者さんにとっての幸せの実現に向けての１歩を踏み出せたと職員も実感してい
るところです。これからも利用者さんの要望に応え、それを実現する為に我々職員
も励んで参りますので宜しくお願い致します。

がじゅまる 勤続9年　生活支援員

木村　成善
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共同生活援助事業所てんしゃばは、「利用者が安らげるくらしを、利用者と共に創っていく」

を理念に掲げ、現在、男性ホームそら４名、女性ホームあすかABC13名、計17名の利用者

さんが生活されています。

利用者さんは、通勤や通院などに公共交通機関を利用したり、休日は地域のお店で買い物を

したり、移動支援を利用して買い物や外食を楽しんだり、友人と外出をしたりと、本人さん

達の希望により沿った生活を送っています。

今年度より地域連携推進会議が義務化され、より地域方々との関わりが重要になってきてい

ます。地域のお祭りや清掃、ゴミ当番などの行事にも参加し、地域の方々との交流を深めて

きました。また訪問診療や訪問看護を利用することで、利用者さんが安心できる生活環境も

整えています。利用者さん達が地域の中で自分らしく生活していく為に、支援者総勢29名、

力を合わせ創意工夫を凝らしながらサポートしていきたいと思います。

てんしゃば 　勤続25年　サービス管理責任者

前山　秀邦



【理事】
 任期：令和9年6月定時評議員会まで

山本　樹　　　（理事長）
太田　俊雄
多田　征訓
大竹　喜代子　（邑楽町社会福祉協議会会長）
大谷　恵
仁木　紀行　　（ほっと管理者）

【監事】
 任期：令和9年6月定時評議員会まで

田沼　俊彦
神長　泰弘

【評議員】
 任期：令和11年6月定時評議員会まで

前山　秀樹 （善長寺住職）
三田　正信 （館林市社会福祉協議会会長）
峯﨑　俊雄 （板倉町社会福祉協議会会長）
立木　留吉 （明和町社会福祉協議会会長）
森田　榮　 （千代田町社会福祉協議会会長）
細田　順一 （大泉町社会福祉協議会会長）
小林　茂
内田　雅行 （邑楽町民生委員・児童委員協議会会長）

【評議員選任解任委員】
 任期：令和9年6月定時評議員会まで

塚越　健市
飯塚　香
田中　良治

【第三者委員】

平野　一男 （令和８年３月３１日まで）
田口　範雄 （令和８年９月３０日まで）
大塚　勇    （令和９年３月３１日まで）

役員・管理者紹介

6

事務局長
田中良治（令和3年4月就任）

【通所】
　陽光園　　　（昭和56年4月）
   生活介護　定員55名

中村　建児（令和6年4月就任）
新井　昭代（令和6年4月就任）
木村　夏子（令和6年4月就任）

　ふらっぐ　　（平成21年10月）
   就労継続支援B型　定員20名

鰐石　英男（令和3年4月就任）

　GOOD JOB　（平成30年4月）
　就労継続支援B型　定員20名

中村　建児（平成30年4月就任）
鰐石　英男（令和6年4月就任

【相談】
　ほっと　  　 （平成19年1月)
　一般相談、特定相談、障害児相談

仁木　紀行（令和3年4月就任）
辻 　 光弘 （令和6年12月就任）
中田　陽子（令和7年4月就任）

【入所】
　第二陽光園　　　（平成8年4月）
　施設入所支援・生活介護　定員35名
　短期入所　定員4名　日中一時支援

程原　一行　（令和3年4月就任）

　てんしゃば　　　（平成17年2月）
　共同生活援助包括型　定員19名

遠藤　真由実　（令和7年4月就任）
中村　建児　　（令和7年4月就任）

　がじゅまる　　　（令和5年10月） 
　共同生活援助日中型　定員16名
　短期入所　定員1名

程原　一行　（令和5年10月就任）



寄　付　・　寄　贈

期間：令和６年11月～令和７年11月

＜団　体＞

【寄　付】

館邑会後援会　様

館林市手をつなぐ育成会　様

【寄　贈】

読売愛のあかぎ基金実行委員会　様 （令和７年11月3日）

ご厚情により感謝申し上げます。お名前のみの記載となります。

竹脇　幸介　様

＜個　人＞

（令和７年８月６日）

（令和７年６月30日）

（令和6年12月19日）

愛の募金　　　様 （令和6年12月19日）
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表　彰

渡邊　阿友美

陽光園

下山　佑介

事務員

生活支援員

第二陽光園

三瀬　秀明 事務員

GOOD JOB

黒田　真澄 生活支援員
塩浦　瑞紀 職業指導員

群馬県知的障害者福祉協会永年勤続表彰（10年）
所属・職名は令和６年12月推薦時

第二陽光園

野村　俊行 生活支援員

倉澤　将人 生活支援員

陣川　悠布 生活支援員

ふらっぐ

薗部　幸恵 生活支援員

ほっと

中田　陽子 副管理者

てんしゃば

田部井　慎 夜間支援員

亀山　しづ子 世話人

岡田　ノブ子 世話人

佐藤　望 職業指導員

がじゅまる

木村　成善 生活支援員

群馬県手をつなぐ育成会会長表彰（8年）
所属・職名は令和７年３月推薦時
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事業所名 件数 事業所名 件数

陽光園 2 第二陽光園 0

ふらっぐ 0 がじゅまる 0

GOOD JOB 0 てんしゃば 0

ほっと 0

館邑会では、虐待防止委員会と身体拘束適正化委員会を合わせた『人権倫理委員
会』として、利用者の方々の人権を尊重した支援の為の委員会を組織しています。
 年３回を基本として開催される委員会では『切迫性・非代替性・一時性』の三要
件に基づき、身体拘束適正化の協議を、対象者全員に対しておこなっています。
各事業所での研修の実施状況の確認や情報共有の他、今年度は新人職員が人権倫
理委員会を傍聴し、学びを深める取り組みをおこないました。

委員会・苦情報告

人権倫理委員会　　  遠藤真由実

苦情解決委員会　　 木村夏子

研修委員会　　  　　  大槻香織

本年度も、利用者やご家族の声に丁寧に耳を傾け、安心してサービスを利用できる
環境づくりに努めました。
法人内７事業所の苦情対応体制を確認し、職員が日常的に要望や相談へ迅速に対
応できるよう支援しました。
10月と3月に第三者委員会を開催し、対応事例の検討や再発防止に向けた意見交換
を行いました。大きな苦情はなく、誠実な対応が定着していることを確認しまし
た。今後も信頼される事業運営を目指して取り組んでまいります。

 令和７年度の研修委員会では、入職1～3年目の職員を対象にアンケートを実施
し、「他事業所の業務を知りたい」「同年代との関わりを持ちたい」との声を受
け、11月・1月・2月に館邑会事業所の見学やサロン形式の交流研修を開催しま
す。また、研修委員が法人の行動規範（倫理綱領）について、事業所レクチャー
を行います。これらの取り組みを通じて、職員一人ひとりが「自分たちの法人」
をより良く知り、仲間とのつながりを深め、誇りを持って働ける環境づくりを進
めてまいります。

9

苦情処理件数報告 期間：令和６年10月～令和７年9月



令和６年度 事業報告

1．役員会等の状況 (書)は書面議決による決済 

４月２０日 第１回理事会 

陽光園新園舎建設の凍結 

６月 ６日 第２回理事会 

令和５年度事業報告・決算報告 

陽光園運営規程変更 

苦情解決に関する規程 

評議員会開催 

６月２４日 定時評議員会 

令和５年度事業報告・決算報告 

９月１７日 第３回理事会 

運営規程（第二陽光園・てんしゃば・

ほっと） 

館林駅西側の開発整備の連携 

１１月１８日 第４回理事会 

館林市公園利活用の応募 

経理規程・給与規程の変更 

１２月２５日 第５回理事会 

管理者の選任 

職員の傷病休暇延長 

経理規程・就業規則・給与規程の変更 

１月３０日 第６回理事会 

補正予算 

がじゅまる運営規程の変更 

評議員会開催 

２月１３日 第２回評議員会 

補正予算 

３月１１日 第７回理事会 

２次補正予算 

管理者人事 

給与規程の変更 

７年度事業計画・当初予算 

館林市都市計画事業借地権の契約 

みらいの福祉助成申請 

理事長専決規程 

職員紹介制度規程 

旅費規程・育児休業の規程変更 

評議員会開催 

３月２７日 第３回評議員会 

２次補正予算 

令和７年度事業計画・当初予算 

旅費規程の変更 

２．その他会議やイベント 

開 催 日 事 業 名 

８月５日  館邑会後援会 

１０月３日  第三者委員会(1) 

秋まつり 

３月４日  第三者委員会(2) 

 内 容 決算・予算、事業報告 

法人に寄せられた苦情・事故報告 

～中止～ 

法人に寄せられた苦情・事故報告 
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令和６年度 決算報告
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お知らせお知らせお知らせ
イ ン ス タ フ ォ ロ ー お 願 い し ま す ！

当 法 人 の 各 行 事 や イ ベ ン ト 、 研 修 会 な

ど 利 用 者 様 や 職 員 の 日 常 を 投 稿 し て い

ま す ♪

誌 面 に は 掲 載 で き な か っ た 内 容 も た く

さ ん 紹 介 し て い ま す ！
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基本理念基本理念
私たちは、私たちは、地域の方たちと地域の方たちとワンチームワンチームになりになり

誰もが輝ける社会誰もが輝ける社会をつくります。をつくります。
私たちは、地域の方たちとワンチームになり

誰もが輝ける社会をつくります。
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11月に入り一気に寒くなりましたね。
体調には十分に気をつけてください。
本年度からようこうだよりのデザインを一新しました。
原稿を初めて投稿してくれた職員も多いです。
ここまで読んでくださり、ありがとうございました。


